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青壮年部女性部広報 

題字：大内翠峰 

禪興寺ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

清淨山禪興寺ホームページ http://zenkoji-jyumokusou.com こちらで「榧ノ木」の全バックナンバーがご覧になれます。 

奥松島クルーズ おもしぇがったや～！寒っ！ 

１１
月
８
日
、
晴
れ
て
風
の
な
い
良
い
コ
ン
デ
�
シ
ョ
ン

で
の
前
半
の
ク
ル—

ズ(

奥
松
島
遊
覧
船)

は
、
ま
ず
救
命

胴
衣
を
装
着
し
て
か
ら
乗
船
し
ま
し
た
。 

船
長
さ
ん
か
ら
の
ガ
イ
ド
も
あ
り
、
海
岸
か
ら
で
は 

け
っ
し
て
味
わ
え
な
い
独
特
な
松
島
湾
の
表
情
を
身
近

に
感
じ
目
と
耳
で
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。 

後
半
は
、
無
数
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
光
り
輝
く
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
の
瑞
巌
寺
で
、
新
設
さ
れ
た
音
響
や
大
型
ビ
ジ
ョ
ン

の
あ
た
た
か
い
光
が
彩
っ
て
、
普
段
観
る
こ
と
が
出
来
な

い
箇
所
も
見
学
す
る
事
が
で
き
、
い
つ
見
て
も
飽
き
さ
せ

な
い
工
夫
が
あ
り
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
は
、
「
満
州
園
」
で
本
格
中
国
料
理
を
参
加
者
全

員
で
堪
能
し
、
歩
い
て
、
食
べ
て
の
、
楽
し
い
研
修
会
で

次
回
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

松
島
湾
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

日本三景松島の奇岩 目の保養の後はノドと胃の保養⁉ バージョンアップしたライトアップ 

反
町
中 

小
川 

弘
吉 

奥松島＆瑞巌寺研修
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Facebook「七ツ森樹木葬 清淨山禪興寺」@shojozanzenkoji には四季折々の写真が！ 

成
道
会
�
大
般
若
祈
祷 

岫雲軒老大師の墨蹟と その弟子 

樹
木
葬
会
員
に
な
る
ま
で
当
院
や
宗
派

と
ご
縁
が
な
く
、
成
道
会
に
つ
い
て
の
知
識

も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

近
隣
か
ら
ご
参
加
の
ご
住
職
方
も
含
め
、

力
強
い
ご
祈
祷
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き

た
静
謐
な
お
寺
で
の
行
事
や
読
経
と
は
大

き
く
異
な
る
も
の
で
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。 

ご
参
加
の
皆
様
と
共
に
大
き
な
数
珠
を

回
す
こ
と
も
他
で
は
体
験
し
た
こ
と
が
な

く
、
仏
教
の
様
々
な
面
を
新
た
に
学
び
、
共

に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

※
令
和
６
年
１２
月
８
日
厳
修 

仙
台
市 

樹
木
葬
会
員
（
匿
名
） 

寄
稿 

法要のお経に合わせて、うねる様なお念仏三昧⁉ 

御詠歌新旧メンバーのハーモニー 

大般若経はうねる大波のごとし 

大般若経を伝えた三蔵法師 

�
釈
迦
様
�
�
悟
�
�
寿
�
� 

こ
と
ほ 

じ
�
う 

 

ど
う 

 
 

え 
 

 
 

 
 

だ
い 

 
 

  

は
ん
に
� 

 
 

 

き 
 

 

と
う 

せ
い
ひ
つ 
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禪興寺HP 七ツ森樹木葬内にてGoogle ストリートビューが御覧になれます。 

涅
槃
会 

涅
槃
会
は
、
お
釈
迦
様
の
御
命
日
に
行
う

法
要
で
す
。 

約
二
千
五
百
年
程
昔
、
イ
ン
ド
の
ク
シ
ナ

ガ
ラ—

の
地
に
お
い
て
、
齢
８０
歳
（
諸
説
あ

り
）
に
し
て
、
お
釈
迦
様
が
涅
槃
�
入
寂
・

入
滅
�
現
身
が
果
て
る
こ
と
�
に
入
ら
れ
ま

し
た
。
三
佛
忌
※
１

の
一
つ
で
す
。 

本
年
は
、
御
命
日
当
日
に
実
施
で
き
ま
し

た
。 ご

詠
歌
奉
詠
、
坐
禅
、
法
要
後
は
、
住
職

に
よ
り
、
涅
槃
図
を
前
に
絵
解
き
法
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

涅
槃
図
は
、
明
治
時
代
に
檀
信
徒
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
百
二
十
年
程
歴
史
の
あ
る
古
色

蒼
然
と
し
た
寺
宝
で
す
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
各
箇
所
の
意
味
を

理
解
す
る
に
つ
れ
、
お
釈
迦
様
の
ぬ
く
も
り

や
息
遣
い
が
彷
彿
と
し
て
、
目
の
当
た
り
に

す
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
、
興
味
深
く
、

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

※
１ 

三
佛
忌

さ

ん

ぶ
つ

き 

４
月
８
日
、
降
誕
会

ご

う

た
ん

え

・
誕
生
日 

１２
月
８
日
、
成
道
会

じ
�
う
ど
う
え

・
お
悟
り
を
開
い
た
日 

２
月
１５
日
、
涅
槃
会

ね

は

ん

え

・
命
日 

�
釈
迦
様
�
御
命
日
�
遺
徳
�
偲
� 

満面の笑み！で締めくくり 

住職の涅槃図絵解き法話 

涅槃図裏書 

ね 
 

 

は
ん 

 
 

え 
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１１
月
１７
日
～
１８
日
総
代
会
研
修
会
に
て

瑞
巌
寺
＆
長
福
寺
（
禪
興
寺
前
身
）
開
山
法

身
性
西
禅
師
ゆ
か
り
の
地
、
青
森
県
十
和
田

市
洞
内
を
訪
ね
ま
し
た
。 

法
身
性
西
禅
師
は
、
一
一
八
九
年
に
現
在

の
茨
城
県
真
壁
郡
で
平
四
郎
と
し
て
生
ま

れ
、
藩
主 

真
壁
時
幹
公
に
仕
え
ま
し
た
。 

雪
見
の
宴
の
折
に
懐
で
暖
め
て
い
た
殿

の
下
駄
を
尻
に
敷
い
て
い
た
と
誤
解
さ
れ
、

額
を
蹴
り
上
げ
ら
れ
た
傷
が
法
身
堂
の
木

像
に
も
生
々
し
く
刻
ま
れ
て
い
た
の
に
は
、

思
わ
ず
息
を
呑
み
ま
し
た
。 

何
よ
り
感
銘
し
た
の
は
、
額
に
傷
を
負
わ

せ
て
し
ま
っ
た
旧
主 

真
壁
時
幹
公
が
昔
の

非
礼
を
詫
び
て
弟
子
と
な
る
こ
と
を
許
さ

れ
二
代
目
住
職
と
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。 

師
は
、
失
意
か
ら
三
十
を
過
ぎ
て
出
家
。

四
十
台
で
宋
の
径
山
仏
鑑
無
準
禅
師
の
元

で
修
行
十
年
、
遂
に
お
悟
り
を
開
き
日
本
に

帰
国
し
ま
す
。 

寛
元
四
年
（
一
二
四
八
）
松
島
の
天
台
宗

延
福
寺
（
現
瑞
巌
寺
）
法
身
窟
に
て
、
鎌
倉

幕
府
北
条
時
頼
公
と
運
命
的
な
出
会
い
を 

ＨＰ（zenkoji-jyumokusou.com)では境内・七ツ森山麗の景色が楽しめます。 

禪
興
寺
開
山
法
身
性
西
禅
師
�
�
�
�
�
地
�
訪
�
� 

額にクッキリ⁉下駄歯二筋の傷痕が！ 

ほ
っ 

 

し
ん 

し
�
う 

さ
い 

ぜ
ん 

 
 

じ 

し
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
に
開
山
、

初
代
住
職
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
長
福
寺
及
び
今
回
団
参
し

た
十
和
田
市
法
蓮
寺
（
旧
円
福
寺
）
を

開
山
し
、
亡
く
な
ら
れ
ま
す
。 

師
は
、
こ
の
地
に
稲
作
を
伝
え
た
と

さ
れ
、
師
が
稲
作
の
際
に
袈
裟
を
掛
け

た
と
さ
れ
る
袈
裟
掛
け
の
松
が
法
蓮
寺

か
ら
５
㎞
離
れ
て
あ
り
ま
す
。
総
代
一

同
で
般
若
心
経
を
唱
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
五
庵
河
原
に
は
樹
齢
七
百
五

十
余
年
の
お
手
植
え
大
銀
杏
が
現
存
し

ま
す
。（
樹
高
２６
ｍ
幹
回
り
１２
ｍ
） 

例
年
な
ら
散
っ
て
い
る
は
ず
の
大
銀

杏
が
黄
葉
真
っ
盛
り
で
、
あ
た
か
も
私

た
ち
を
迎
え
る
如
く
で
し
た
。 

さ
ら
に
、
法
蓮
寺
か
ら
五
百
メ
ー
ト

ル
程
西
の
小
高
い
丘
に
あ
る
禅
師
の
お

墓
（
法
身
塚
）
の
前
で
再
び
師
の
遺
徳

を
偲
び
諷
経
を
致
し
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
は
、
師
の
遺
徳
を
偲
び

七
百
五
十
余
年
に
及
ぶ
禪
興
寺
の
歴
史

の
重
み
を
感
じ
ら
れ
た
心
洗
わ
れ
る
二

日
間
で
し
た
。 

 
 

 
 

合
掌 

反
町
中
総
代 

佐
藤 

彰 

法連寺開山堂内法身性西禅師御位牌 

ほ
ら
な
い 

と
き
も
と 

き
ん
ざ
ん
ぶ
っ
か
ん
ぶ
じ
�
ん
ぜ
ん
じ 

こ
う
よ
う 

と
き
よ
り 
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行事への出欠確認は、欠席の場合でも班長さんまでご連絡ください。 

法
務
大
臣
賞
表
彰 

 

宮
城
県
更
生
保
護
大
会
�
� 

梅
澤
徹
玄
住
職
は
、
長
年
に
わ
た
る
保
護

司
の
活
動
に
よ
り
、
「
多
年
に
わ
た
り
罪
を

犯
し
た
人
々
の
改
善
更
生
と
犯
罪
の
予
防

に
尽
力
し
た
」
功
績
と
し
て
、
令
和
６
年
１０

月
２
日
に
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

袈裟掛けの松（十和田市洞内
ほらない

） 

法身禅師手植えの大銀杏（樹齢 750 余年） 

法身塚を前に般若心経一巻 

永年の保護司の功績が認められました。 

銀杏大宇宙の大爆発（ビックバン）⁉ 
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発
行 

禪
興
寺
花
園
会
青
壮
年
部
・
女
性
部 

広
報
部 

〒
九
八
一‐

三
六
二
五 

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
長
福
寺
一 

電
話
番
号 

〇
二
二‐

三
四
五‐

二
〇
六
三 

榧ノ木のご感想は電子メールでも受け付けております。 info@zenkoji-jyumokusou.com 

今
後
の
行
事
予
定 

◎
３
月
２４
日
（
日
）
午
後
３
時
～ 

境
内
墓
掃
除 

◎
５
月
１９
日
（
月
） 

子
育
て
水
子
地
蔵
祭
り
・
降
誕
会 

◎
８
月
１１
日
（
祝
・
山
の
日
・
月
） 

盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会 

◎
８
月
１３
日
（
水
）
～
１５
日
（
金
） 

盆
棚
経 

◎
８
月
２０
日
（
水
）
午
後
３
時
～ 

墓
清
掃 

 

編
集
後
記 

つ
い
に
榧
ノ
木
が
３０
号
の
記
念
と
な

り
ま
し
た
！ 

お
か
げ
さ
ま
で
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
（
感
謝
） 

榧
ノ
木
を
編
集
し
続
け
１５
年
に
も
な

り
、
編
集
会
議
で
集
ま
れ
ば
、
「
写
真
は

ど
れ
に
す
る
？
」
な
ん
て
、
ワ
イ
ワ
イ 

楽
し
く
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
作
っ
て

き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
人
と
人

を
結
ぶ
広
報
誌
を
目
指
し
、
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

早
坂 

      

 

広
報
部 

部 

長 

相
澤
敏
晴 

副
部
長 

佐
藤
彰 

部 

員 

早
坂
妙
子 

小
川
弘
吉 

辻
説
法
＆

�
�
�
�
説
法 

昨
年
に
引
き
続
き
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派 

宮
城
福
島
教
区
布
教
師
会
に
よ
る
松
島
瑞

巌
寺
辻
説
法
・
コ
ー
ヒ
ー
説
法
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

辻
説
法
は
、
１０
月
１２
日
～
２７
日
の
各
土

日
・
午
後
１
時
・
２
時
半
の
１５
分
～
３０
分
、

コ
ー
ヒ
ー
説
法
は
年
間
通
じ
て
、
仙
台
市
内

一
番
町
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
コ
ン
シ
�
ル

ジ
ュ
を
会
場
と
し
て
年
８
回
（
月
一
・
不
定

期
・
無
料
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

梅
澤
住
職
は
、
１２
月
１７
日
に
会
場
満
員

の
聴
衆
に
約
一
時
間
、
語
り
か
け
ま
し
た
。 

令
和
７
年
は
、
静
岡
・
愛
媛
・
福
島
等 

 

県
外
か
ら
の
講
師
も
含
め
、
年
１０
回
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！ 

Xmas イルミネーション輝く仙台市一番町にて 

拝観者の歩みを止める辻説法⁉ 

-
 

社
会
�
向
�
�
仏
�
教
�
�
発
信
！ 

-
 

アッと驚く〇×五郎♪ 


